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桃配山周辺地図

玉倉部邑周辺地図

野上行宮跡

桃配山和蹔周辺地図

玉倉部の清水

玉倉部大橋

JR関ケ原駅

関ケ原
ウォーランド

関ケ原 IC

ローソン

関ケ原駅前
観光交流館

関ケ原町役場

エコミュージアム関ケ原

胡麻の郷

名神高速道路

東海道本線

セブン
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ファミリーマート

東海道新幹線

関ケ原鍾乳洞

中山
道松
並木

中山
道松
並木

伊
吹
山

ド
ラ
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ェ
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岐阜関ケ原古戦場
記念館

関ケ原町歴史民俗学習館

関ケ原古戦場決戦地
笹尾山交流館

約80分
玉倉部の清水
不破関資料館玉 倉 部 大 橋

歴史民俗学習館 約20分桃 配 山

不破関資料館

約12分中山道松並木 野 上 行 宮 跡桃 配 山
歴史民俗学習館 約16分不破関資料館

少し離れた場所へも、レンタサイクルを使えば関ケ原の空気を感じ
ながら巡ることが出来ます。
（お問い合わせ）

広域地図

レンタサイクル

■関ケ原駅前観光交流館
岐阜県不破郡関ケ原町大字関ケ原598-4
　　0584-43-1100TEL

■岐阜関ケ原古戦場記念館 [広域観光情報コーナー（1F）]
岐阜県不破郡関ケ原町大字関ケ原894-55
　　0584-41-0915TEL

駅前観光交流館のみ
WEB予約可能
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※時間はおおよその数値です。※表記の時間は徒歩での移動のみで、見学時間は含みません。

不 破 関 関 連 史 跡

壬申の乱関連史跡

ハ イ キ ン グ 標 識

駐 車 場
ト イ レ

神 社

寺 院

病 院・医 療 施 設

国 道 番 号

県 道 番 号

学 校・教 育 施 設
史 跡 ・ 名 所 ガソリンスタンド

信 号 機

新 幹 線玉倉部邑関連史跡

00

00

J R 線

橋

歩 道 橋
徒 歩 の み

推 奨 ル ー ト

玉倉部邑周辺ルート

地図記号一覧
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中山
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玉倉部の清水

関ケ原
鍾乳洞

玉倉部大橋

日本武尊腰掛岩

城山

黒血川

16

玉

城山入口

伊吹山口

365
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ｂ

ｄ

308m
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奥平貞治墓

東海道新幹線

ｃ

火薬倉庫用土塁 胡麻の郷

平成川代橋

藤川台橋

玉の火薬庫の
正門跡

玉の
火薬庫跡

玉倉部邑周辺地図
たま べ むらくら

エコミュージアム
関ケ原

至藤下

藤
古
川

伊
吹
山

ド
ラ
イ
ブ
ウェ
イ

東
海
自
然
歩
道

城 山 入 口黒 血 川16

城 山 入 口 玉倉部の清水ｃ

玉倉部大橋ｄ

不破関資料館玉倉部大橋ｄ 1

城 山 入 口 城 山 山 頂ｂ

約26分

約30分 (往復)

約35分

約60分

約64分

玉倉部邑周辺ルート　TOTAL：　3時間 35分

玉倉部の清水ｃ

※時間はおおよその数値です。　※表記の時間は徒歩での移動のみで、見学時間は含みません。

松尾

宇喜多秀家陣跡

高札場跡

山中の若宮八幡神社
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松尾山眺望地
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兜掛石・沓脱石

西城門跡
戸佐々神社

不破関跡
不破関守跡

自害峯の三本杉

藤下の
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鍛冶工房跡

井上神社
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2 不破関眺望地
藤堂高虎・
京極高知陣跡

西田運動広場 The war of  “Jinshin”
Toursround historical sites
Guide Map



大友皇子軍

大海人皇子軍
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親子
婚姻関係

婚姻関係

婚姻関係

元夫婦

　

大友皇子（弘文天皇）
おおとものおうじ

（648～ 672）

十市皇女
とおちのひめみこ

（?～ 678）

額田王
ぬかたのおおきみ

（？～？）

「天皇の詔」を守ることを誓った 五大官

蘇我赤兄 中臣金 蘇我果安 巨勢人 紀大人
そがのあかえ なかとみのかね

みことのり

そがのはたやす こせのひと きのうし

天智後継者として統治し
たが、壬申の乱において
叔父・大海人皇子に敗れ
25歳で自ら命を絶った。

鸕野讃良皇女（持統天皇）
うののさららのひめみこ

（645～ 702）
夫を支えるべく吉野まで同
行。皇位継承のため大友皇
子を討つことを説得したの
ではないかという説も…。

天智天皇（中大兄皇子）
てんじてんのう

（626～ 671）
息子を溺愛し、継承権を
無視してまでも皇位を
譲りたいと願った？

高市皇子
たけちのおうじ

（？～ 696）
若年ながらも、その手腕
を買われ不破で軍事の全
権を委ねられる。

村国男依
むらくにのおより

（？～ 676）
岐阜（美濃）の豪族。
大海人皇子の舎人。
兵力3千で不破道を塞いだ。

乱
の
原
因
！？

内通者！？

黒
幕
か
！？

三角関
係？

ロマン
ス？

父に情報を流す？
和解を願った？
夫の助命懇願？

大海人皇子（天武天皇）
おおあまのおうじ

じん しん

（？～ 686）
朝廷に不満を持つ地方豪族
達を味方につけ朝廷軍に勝
利。生涯、国の基盤づくり
に努めた。 ただ死を待つか、

朝廷軍と戦うか・・・

対立

幻の天皇

「壬申の乱」人物相関図

なぜ、壬申の乱は起きたのか？
皇位継承をめぐる、
古代天皇家戦乱の謎に迫る！！

672年、天智天皇の後継を巡って起きた“天下分け目の戦い”が壬申の乱です。当時の兄弟継
承という慣習を無視し、近江朝廷の政権を握ったのは天智天皇の息子である大友皇子。これに
対し天智天皇の実の弟・大海人皇子が反乱を起こしたといわれています。まず大海人皇子は
村国男依らを美濃へ遣わし交通の要所である不破道を抑え東国を掌握。野上行宮へと進んだ
皇子は軍を指揮し、関の藤川を挟んで大友軍と大海人軍が対立。7月1日には玉倉部邑で
壮絶な戦いが繰り広げられました。7月22日に大津の瀬田橋の戦いで最終決戦が行われ、
大海人軍が勝利。翌日、大友皇子は自害し、三本杉の下に眠っているといわれています。

壬申の乱に関する記述は「日本書紀」に残るのみで、この戦の真
相は闇につつまれています。壬申の乱にまつわる人物の関係性
も非常に複雑で、下記の人物相関図を参考にしながら古の時代
に想いを馳せると、また違った見え方があるかもしれません。

壬申の乱

日本書紀巻第二十八より抜粋

日本書紀に記された関ケ原の歴史
壬申の乱は日本書紀巻第二十八（壬申
紀）の解釈によるもので、不破関跡周辺
を「和蹔（わざみ）」と呼んでいたことや、
野上、不破道、玉倉部邑の記述も日本
書紀に残されています。歴史的観点か
らみても、関ケ原が重要な場所である
ことが見て取れます。

不破関眺望地2

律令制下の重要な関所「三関」のひとつ
「不破関」が担っていた役割とは…。

美濃不破関
壬申の乱で勝利をおさめた大海人皇子が天武天皇となり、不破道に関所を設置。
西国と東国の要衝である不破を抑え、戦況を有利に進めることができたことから、
不破道の重要性、危険性を感じ関を置いたといわれています。東山道の不破関
（ふわのせき）は、東海道の伊勢鈴鹿関（すずかのせき）、北陸道の越前愛発関
（あらちのせき）とともに大宝令（701年制定）に定められた「三関」のひとつでした。
不破関には美濃国府に勤務する関司（城主）が兵士とともに常駐し国家の非常事態に
備える一方、通行する人々の検査をする警察的機能も果たしていました。789年、
三関は突如として廃止。その維持費に大きな負担がかかっており、停廃せざるを
得なかったといわれています。その後、平安時代には天皇の崩御や重大事件の際には、
固関使が派遣されました。また、鎌倉時代には東山道を通行する人から、関銭を
徴収するようになりました。不破関の規模は不明ですが、中世の陶器、土師質土器や
中国銭などが発掘調査で見つかっており、相当大きな規模と施設を持っていたと
想像できます。

昭和49年～52年にかけて実施した
発掘調査の出土品を中心に、土器類
や丸瓦、和同開珎などを展示。壬申
の乱について解説したビデオの視聴
コーナーや不破関を復元したジオラマ
もあり、ここで学習してから関連
史跡を巡ると、より壬申の乱や不破関
を知ることができます。

不破関資料館
岐阜県不破郡関ケ原町大字松尾２１－１ 

：9:00～16:30
  （11～3月は～16:00）
：大人110円 /小人  無料
  （20名以上 /大人70円 /小人  無料）
：月曜・祝翌日・12/29 ～1/3
：0584-43-2611

開 館 時 間

入 館 料

休 館 日
お問い合わせ

1

ちょっと足をのばして…

関ケ原に残る「壬申の乱」の史跡をたどる不破関を今に伝える、重要な史跡

西城門跡・戸佐々神社
古くは不破関を鎮護する神として祀ら
れた神社。不破関は藤古川を西限として
利用し、自然の要害を巧みに使用したもの
でした。大木戸という地名も残って
おり、「西城門」があったとされています。

3 不破関跡・不破関守跡
古代律令制下の三関のひとつとして壬申
の乱後に設けられたのが不破関です。
789年に停廃されてからは関守が置かれ
ました。藤古川から大木戸坂を登りきった
「関月亭」辺り一帯が、関守の屋敷跡です。

4 不破関庁舎跡
畑が広がるこの場所に不破関の中心建
物があったとされています。関内の中央
を東山道が通り、北側に瓦屋根の塀で
囲まれた約1町（108m）四方の関庁が
設けられ、各種舎営が造られていました。

5

黒血川a

城山b 玉倉部の清水ｃ 玉倉部大橋ｄ

東城門跡
関の東端にあたるここにはかつて城門
や楼が設けられており、兵士が守りを
固めていました。日の出とともに開門し、
日の入りとともに閉門。国家的な大事件が
起きると全ての通行が停止されました。

6 兜掛石・沓脱石
大海人皇子が兜を外してかけた石と
される「兜掛石」は、木の下の祠に祀られ
ています。また、西後方には同じく皇子が
沓（くつ）を脱いだとき、足をかけたと
される「沓脱石」もあります。

5

藤古川橋を西に渡った先の急坂
を上りきる辺りの左手に、矢尻
の井はあります。大友皇子の
兵士が水を求めて矢尻で掘った
ものと伝えられており、その名残
を僅かに留めています。

矢尻の井14
乱に破れ、25歳の若さで自害
された大友皇子の頭をこの丘に
葬り、そのしるしに杉を植えたと
伝えられ、現在は3本の杉のうち
2本が残されています。弘文天
皇御陵候補地とされています。

自害峯の三本杉15
ここ山中藤下の地で両軍初の戦
いが起きたといわれています。
激戦で両軍の兵士の血が川底の
岩石を黒く染めたことからこの
名がついたと伝えられ、戦いの
激しさを物語っています。

黒血川16

井上神社
大友皇子と大海人皇子が、藤古川を挟ん
で戦ったといわれています。この神社は
天武天皇を祀っており、川の東側の松尾
地区の村人が、大海人皇子を称え神社を
建立したといえます。

11 藤下の若宮八幡神社
本社の創建は定かではなく、「若宮八幡
社御縁記」によると1320年に弘文天皇
を祀り、1404年・1500年に社殿修繕
したとあります。本殿は檜皮葺きの桃山
様式で、貴重な建造物です。

12 関の藤川（藤古川）
かつて関の藤川と呼ばれ、関所のそばを
流れているところからその名がつき
ました。壬申の乱では川を挟んで東側に
大海人軍、西側に大友軍が陣取り、激戦
を繰り広げたと伝えられています。

13

大海人皇子は野上に行宮を興し
て、そこを本営としました。大海
人皇子による大友皇子の首実検
も、この地で行われたといわれ
ています。

大海人皇子が兵士に山桃を配っ
て激励したことが名前の由来。
関ケ原合戦にて徳川家康が勝ち
戦の験を担ぎ、最初の陣を
構えた場所でもあります。

桃配山北限の土塁跡
東西460mの規模で、現在の高さ約
2m、基底部の幅約5～6mが確認でき
ます。この後方の東北角は鬼門にあたり、
北限と東限の土塁が交わり、土塁を
またいで望楼が建っていました。

7 東北角の土塁跡
不破関の東北角に位置し鬼門にあたる
重要な地点で、現状では最もよく土塁の
形態を留めています。ここで土師器甕に
入った和同開珎が発見され、鎮壇がここ
で行われたと推定されています。

8 鍛冶工房跡
ここは関の東南角にあたる重要な地点
です。土塁の内側からは炉壁や鉄片など
が見つかっており、馬の蹄鉄や兵士の
ための兜や鎧を製作するための、鍛冶場
があった場所だといわれています。

9 南限の土塁跡
今は茶畑が広がるのどかな場所に、大きな
土塁が築かれていました。発掘調査に
よって南限の土塁跡も確認され、その
製造法も明らかとなりました。南限の
土塁の長さは東西112mを測ります。

10

かぶとかけいしにし と さ さき

ど るい ど るい ど るい

じ がい

もも やまくばり

みね

もん ひがし き もん いしぬぎくつ いの うえ とう げ

野上行宮跡
ぐうあんがみの

壬申の乱の舞台となった玉倉部邑は、現在の
玉地区の辺りだと考えられています。まず
黒血川沿いに東海自然歩道を上っていくと、
川幅が狭くなり源流へと近づきます。そして
玉倉部の清水、玉倉部大橋へと、乱の戦況を
想像しながら歩いてみてください。

玉倉部邑コースへの道しるべ
むらべたまくら

30,000 R6.6.1


